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い
ん
し
つ

陰
隙
と
は
陰
徳
の
こ
と
で
、
「
陰
隙
文
」
（
又
は
陰
隙
）
は

「
文
昌
帝
君
陰
隙
文
」
と
い
う
の
が
正
し
く
全
文
わ
ず
か
六
三
五

字
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
前
回
総
会
で
発
表
し
た
「
太
上
感

応
篇
」
の
つ
づ
き
な
よ
う
な
も
の
で
、
「
功
過
格
」
や
次
回
に
の

べ
る
「
関
聖
帝
君
党
世
真
経
」
な
ど
と
共
に
善
書
の
一
部
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
明
代
哀
了
凡
の
「
陰
陰
録
」
と
は
違
う
も

の
で
あ
る
。

こ
の
起
源
、
判
っ
き
り
し
た
著
作
は
判
っ
き
り
と
し
て
い
な

い
が
、
す
で
に
宋
代
頃
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
明
末
、
清

し
と
画
っ

初
の
い
わ
ゆ
る
士
大
夫
ｌ
官
吏
や
知
識
人
の
間
か
ら
梓
橦
帝
君
、

文
昌
帝
君
信
仰
が
お
こ
り
両
者
は
一
つ
に
な
り
文
昌
帝
君
が
の

ち
に
盛
ん
と
な
り
、
明
末
頃
に
三
教
合
一
の
気
運
の
元
ま
り
と

結
び
、
さ
ら
に
金
丹
道
の
三
教
兼
修
に
も
影
響
さ
れ
次
第
に
現
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陰
隙
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吉
元
昭
治

吉
元
医
院

在
の
姿
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

梓
橦
帝
君
は
道
教
の
神
位
ラ
ン
ク
で
は
比
較
的
高
い
位
置
に

あ
る
。
元
来
四
川
省
剴
州
七
曲
山
（
梓
撞
県
）
の
地
神
で
、
晋

朝
に
仕
え
て
戦
没
し
た
張
悪
子
（
張
亜
子
）
と
さ
れ
も
と
雷
神

で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
人
々
は
そ
の
死
を
い
た
ん
で
祀
っ
た
が

次
第
に
人
々
の
信
仰
が
集
ま
り
廟
が
つ
く
ら
れ
唐
代
以
後
に
な

る
と
蜀
地
方
の
守
護
神
に
な
っ
た
。
一
方
で
は
怨
霊
に
な
り
し

ば
し
ば
霊
験
を
現
わ
し
七
十
二
と
か
九
十
七
代
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
姿
を
替
え
、
殊
に
科
挙
を
受
け
る
知
識
人
の
信
仰
を
集
め
、

王
安
石
の
よ
う
に
宰
相
の
位
ま
で
昇
っ
た
者
も
い
た
と
い
う
。

元
代
と
な
る
と
星
神
で
も
あ
る
文
昌
帝
君
と
合
祀
さ
れ
、
学
問

の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
と
文
昌
帝
君
の
名
の
方
が
盛
ん
と
な

り
、
清
代
に
は
さ
ら
に
旧
暦
二
月
三
日
の
文
昌
帝
君
の
誕
生
日

に
は
各
地
で
盛
大
な
祭
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
の
文
昌
帝
君
は
『
史
記
天
官
書
』
に
よ
る
と
北
斗
七

星
の
第
一
星
魁
星
の
近
く
に
あ
る
文
昌
六
星
を
神
格
化
し
た
も

の
で
、
さ
き
の
梓
産
帝
君
が
元
の
仁
宗
か
ら
「
輔
元
開
化
文
昌

禄
宏
仁
帝
君
」
と
追
贈
さ
れ
る
と
梓
橦
、
文
昌
帝
君
は
同
一
神

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
昌
帝
君
は
学
問
の
神
様
に
な
り
、
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恰
も
我
が
国
の
天
神
信
仰
の
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
士
大
夫

ｌ
科
挙
を
目
ざ
す
ｌ
官
吏
に
な
る
た
め
の
願
い
を
捧
げ
る
神
で

も
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
神
の
信
仰
の
一
つ
に
「
惜
字
」
「
敬
惜
字
」

と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
字
を
書
い
た
紙
を
粗
末
に
扱
う

と
、
文
章
や
学
問
の
神
の
文
昌
帝
君
か
ら
罰
を
下
さ
れ
、
学
問

成
就
も
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る
。
そ
こ
で
文
字
を
書
い
た
紙
、
新

聞
や
雑
誌
な
ど
を
敬
し
て
焼
く
こ
と
に
な
る
。
学
校
、
孔
子
廟
、

文
昌
帝
君
廟
に
あ
る
「
字
炉
」
「
字
紙
亭
」
「
敬
字
亭
」
な
ど
と

い
う
も
の
が
こ
れ
で
、
一
日
中
焼
か
れ
た
紙
の
煙
が
た
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
文
昌
帝
君
陰
縢
文
」
は
「
蔵
外
道
書
」
第

十
二
巻
に
、
「
文
昌
帝
君
陰
隙
文
」
「
文
昌
帝
君
陰
隙
文
注
」
「
陰

隙
文
像
注
」
「
陰
騰
文
図
証
」
な
ど
が
の
っ
て
い
る
。
陰
縢
文
本

文
が
ま
ず
あ
り
、
そ
の
注
釈
文
、
霊
験
が
あ
っ
た
ケ
ー
ス
、
ま

文
が
ま
ず
あ
り
、
そ
の
注
釈
文
、

た
そ
の
図
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

手
の
つ
。
○

（
道
光
十
七
年
、
一
八
三
七
）

一
八
六
三
）
の
も
の
が
あ
る
。

演
者
が
持
っ
て
い
る
中
国
の
も
の
に
は
、
「
陰
隙
文
注
解
」

但
光
十
七
年
、
一
八
三
七
）
と
、
「
陰
縢
文
図
」
（
同
治
二
年
、

台
湾
で
は
無
料
で
頒
布
し
て
い
る
「
文
昌
帝
君
陰
隙
文
」
が

ま
た
陰
隙
文
は
我
が
国
に
も
移
入
せ
ら
れ
、
演
者
が
所
持
し

て
い
る
も
の
に
「
文
昌
帝
君
陰
礁
文
」
（
和
文
、
発
刊
年
不
明
）
、

「
通
俗
陰
縢
文
」
（
和
文
、
明
治
十
年
版
）
が
あ
る
。

元
来
本
書
は
コ
ン
パ
ク
ト
の
も
の
だ
が
、
本
文
初
め
に
帝
日

く
と
あ
り
、
自
分
は
十
七
代
（
梓
橦
帝
君
は
七
十
三
代
な
ど
と

い
っ
て
い
る
）
の
者
で
あ
る
と
あ
る
が
そ
の
第
一
代
は
周
武
王

の
時
の
張
名
善
と
い
う
医
師
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

つ
づ
く
内
容
は
儒
教
方
面
か
ら
は
忠
、
孝
、
敬
兄
、
和
合
、
子

孫
繁
栄
。
仏
教
方
面
か
ら
は
拝
仏
念
経
、
福
田
な
ど
の
言
葉
が

あ
り
、
さ
ら
に
広
行
三
教
と
あ
っ
て
全
く
三
教
合
一
の
思
想
が

も
ら
れ
、
「
太
上
感
応
篇
」
に
あ
っ
た
「
諸
悪
莫
作
衆
善
奉
行
」

と
い
う
字
句
も
記
さ
れ
て
い
る
。

総
会
で
は
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。


